
 

 

こども家庭科学研究費補助⾦ 

 

成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 

 

 

 

F-SOAIP を⽤いた特別な⽀援の必要な保護者対応の記録システム 

 

令和 3〜令和５年度 総合研究報告書 

 

 

 

研究代表者 上⽥敏丈 

 

 

令和６年（2024 年） 3 ⽉ 



⽬次 

 
Ⅰ. 総括研究報告 
  F-SOAIP を⽤いた特別な⽀援の必要な保護者対応の記録システム ------ 1 
 
Ⅱ. 資料 

１． COVAP システムリーフレット 
 

Ⅲ．研究成果の刊⾏に関する⼀覧表  
 
 



 

 1 
 
 

こども家庭科学研究費補助⾦（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 
総合括研究報告書 

 
F-SOAIP を⽤いた特別な⽀援の必要な保護者対応の記録システム 

 
研究代表者 上⽥敏丈 

名古屋市⽴⼤学 ⼤学院⼈間⽂化研究科 教授 
 

研究要旨 
 本研究は、保育所において、特別な⽀援や配慮の必要な保護者への対応を保育⼠が⾏う
上で、①どのような⽀援プロセスによって適切な⼦育て環境構築が可能となったのか、②
保育所内での他保育⼠及び他職種間と保護者に関する情報共有のツール開発、③ ①②の
知⾒を踏まえて、F-SOAIP による保護者対応の記録の蓄積と活⽤の実態調査という⽬的
を検討した。 

令和 3（2021）年度では、①保育⼠と保護者との⼦育て⽀援関係の先⾏研究のレビュー
を⾏い、②保育⼠がどのような⽀援を⾏うことで、適切な⼦育て環境構築が可能となった
か、そのプロセスをインタビュー調査から明らかにするとともに、③保護者側が感じる園
への相談内容やしやすさ、不安などをアンケート調査から明らかにした。また、④F-
SOAIP を保育の記録に⽤いる際の有⽤性を検討し、⑤F-SOAIP の記録システム（パイロ
ット版）を作成した。その結果、保育⼠及び保護者へのアンケート調査から概ね両者の相
談については、適切な関係性が構築されており、80％以上の保護者が丁寧な対応に満⾜
していることである。しかしながら、⼀部のケースについて、相談しにくいことや相談し
ても問題が解決していなかった。そのために、配慮や⽀援の必要な保護者への⽀援プロセ
スとして、初期・中期・後期という 3 期によって、異なる対応が必要となることが⽰唆さ
れた。今後、園内での情報共有が必要である。アンケート調査から、このような事例に対
しても、記録をとっていなかったり、とっていても、充分に活⽤していないことが明らか
になった。 
 令和 4（2022）年度では、①諸外国における⼦育て⽀援関係の先⾏研究のレビューを⾏
い、②特別な⽀援や配慮の必要な保護者に対して、保育⼠と連携しながら⽀援を⾏う他職
種連携者がどのような⽀援を⾏っているのか、そのプロセスをインタビュー調査から明
らかにするとともに、③保育⼠が実際にどのようなケースで⽀援を⾏っているのか、困難
さを感じた事例について、アンケート調査から明らかにした。また、④昨年度、作成した
F-SOAIP の記録システムについての使⽤感についての評価を得た。その結果、①につい
ては、デンマーク、アメリカ、フィンランドの⼦育て⽀援の制度の特徴を明らかにした。
②については、利⽤者⽀援専⾨員に対するインタビュー調査から、外部の連携機関につな
いでいくことで地域による⽀援プロセスを明らかにした。③については、F-SOAIP に基
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づく記録の有効性として、プロセスの整理がなされること、情報の共有が図られることが
明らかになった。 
 令和 5（2023）年度では、①専⾨家が保育⼠への相談において求められることの検討を
おこない、②実際の F-SOAIP 記録システムに基づく使⽤の課題と意義について園⻑への
インタビューから明らかにし、③記録システムの改善と公表、周知するためのホームペー
ジの公開とリーフレットの作成をおこなった。 
 その結果、①については、こどもが実感をもって⾏動しているところに⽬を向ける志向
性及びそれを保育⼠とともに共有することが重要であること、②については、外部連携の
重要性とともにコスト等の課題、それに代替するシステム的な相談機能の必要性が明ら
かになった。③については、複数の利⽤者インタビューから、活⽤に⼾惑う箇所の洗い出
しをおこない、また今後さらに必要とされる機能についての意⾒を徴収した。 

 
 
 

 
図 1 本研究の調査概要と年度の計画 

 
 
 
 

 
 
 
 

研究目的 
①特別な支援の必要な保護者対応の支援プロセスの可視化 

②職員間の情報共有ツールの開発 
③F-SOAIPによる記録の蓄積と活用及び評価・検証

現在の課題 
保護者対応の困難さ 
記録の煩雑化

各年度の計画
令和３(2021）年度 令和4(2022）年度 令和5(2023）年度 

期待される効果 
保育士の対応力向上：支援プロセスの可視化に基づく支援への介入 
　　　　　　　　　　園内研修等による特定保護者支援への保育士対応力の向上 
保育園の組織的対応力の向上：情報共有ツールの広まりによる記録作成時間の軽減・効率化・共有力向上 
　　　　　　　　　　　　　　他職種連携の質の向上

研究組織 
研究統括：上田敏丈（保育学、質的研究） 

支援プロセス担当：勝浦眞仁（特別支援）　情報共有ツール担当：小嶋章吾、嶌末憲子（社会福祉学） 

①プロセス可視化 
　ベテラン保育士へのインタビュー 
　調査協力：9名＋α（理論飽和）

①プロセス可視化 
　他職種支援者へのインタビュー 
　調査協力：保育相談支援員　4名 
　　　　　　臨床心理士　4名

①プロセス可視化 
　支援プロセスの統合と比較に基づく 
　支援の介入、評価ポイントの確定 
　利用者へのフォローアップインタビュー

②情報共有ツールの開発 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システム開発　

②情報共有ツールの開発 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システムの試行と改善 
　調査協力：元気の泉保育園

③記録の蓄積と活用及び評価 
　F-SOAIPに基づくデータベース型 
　の記録システムの評価 
　調査協力：名古屋民間保育園 
　　　　　　から複数園 
　　　　　　インタビュー調査

　　　予想される成果物 
○支援の必要な保護者への適切な対応のための 
　保育士用リーフレットと園内研修での活用リーフレット 
○各園で使用可能な情報共有ツール 
　完成版システムとマニュアル 

①’ 保護者へのアンケート調査 
　  園への相談内容、不安など　

情報共有ツール：パイロット版システム　 情報共有ツール：β版システム 
　　　　　　　　活用マニュアル　

発展

活用

評価・検証・修正

反映 反映

活用
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研究分担者 
同志社⼥⼦⼤学 現代社会学部 

 准教授 勝浦眞仁 
国際医療福祉⼤学 医療福祉学部 

教授 ⼩嶋章吾 

埼⽟県⽴⼤学 保健医療福祉学部 

准教授 嶌末憲⼦ 

 

研究協⼒者 

⼤倉⼭元気の泉保育園 

園⻑ 中村聖⼦ 
 
A.研究⽬的 
 本研究の⽬的は、保育所において、特に配
慮や⽀援の必要な保護者への対応を保育⼠
が⾏う上で、どのような⽀援体制の構築が
可能となるのかを明らかにすることである。 
 保護者への⽀援について、保育⼠の役割
が⼤きなことはこれまでも重要視されてき
ている⼀⽅、でそれに対する保育⼠の困難
感については、これまでの先⾏研究におい
ても報告されてきた（岸本・武藤 2019 な
ど）。保護者にどのように接すればよいのか、
どうすれば過不⾜なく⽀援できるのかとい
うことは保育⼠の⼤きな関⼼事項であり、
関連する書籍も多数出版されている（例え
ば、⻄館・徳⽥ 2014など）。そして、この
ような困難さが保育⼠としての離職につな
がっていることも想定されよう。 
 従って、配慮や⽀援の必要な保護者に対
して、どのように保育⼠が対応し、⽀援プロ
セスを構築しているのか、また課題はどこ
にあり、どのような組織的体制の構築が可
能であるのかを明らかにすることが喫緊の
課題である。 
 本研究は、保育所において、特に特別な⽀

援・配慮の必要な保護者への対応を保育⼠
が⾏う上で、①どのような⽀援プロセスに
よって適切な⼦育て環境構築が可能となっ
たのか、②保育所内での他保育⼠及び他職
種間と保護者に関する情報共有のツール開
発、③ ①②の知⾒を踏まえて、F-SOAIP に
よる保護者対応の記録の蓄積と活⽤の実態
調査という⽬的を検討した。 
 
B.研究⽅法 
 本研究を⾏うにあたり、インタビュー・ア
ンケート調査については、研究者間で項⽬
の精選・確認を⾏い、筆頭著者の所属する⼤
学において、倫理審査委員会の承認を得て
いる。また、実際に調査を⾏う際には、配布
先の所属機関との事前協議の上、内諾を頂
き、拒否・無回答しても何の不利益もないこ
とを確認した上で、依頼を⾏った。インタビ
ュー調査については、事前に研究内容の説
明を⾏い、書⾯にて同意を得た。 
 個別の研究協⼒者の概要については、分
担報告書等に記載されている。 
 
C.研究結果 
⑴⽀援プロセスの明確化 
 本研究⽬的にあわせて、以下の 7 つの成
果が明らかになった。 
 
1）保護者⽀援における保育⼠の抱える困難
感フェーズ（R3） 
 保育⼠と保護者との関係性の変容という
観点から、保育⼠の困難感のフェーズを明
らかにした。その結果、関係構築期、関係葛
藤期、関係困難期という３つのフェーズに
おける保育⼠の困難感の仮説モデルを提唱
した。各フェーズにおいて活きる保育⼠の
専⾨性として、「コミュニケーション」、「相
互理解」と「⼦どもの最善の利益」「ソーシ
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ャルワーク」をそれぞれ挙げたが、⼗分に発
揮できていない状況がありうることを述べ
た。また、保護者との関係性によらないもの
の、「保育システム」および「社会背景」と
いう保育⼠の困難感を⽣じさせる要因につ
いても指摘した。 
 
 2）諸外国における⼦育て⽀援の実態（R4） 

保護者⽀援における保育⼠の抱える困難
感を⽂献研究からモデル化することを試み
た勝浦ら（2021）を踏まえて、特徴的な取
り組みをしている国の⼦育て⽀援について
⽂献研究から検討した。その結果、デンマー
ク、アメリカ、フィンランドの 3 カ国を取
り上げ、⼦育て⽀援の特徴を明らかにした。 

3 カ国に共通しているのは、保護者が⼦
どもの保育に携わる⼀員であるという意識
が強くあること、保育⼠が保護者をクライ
エントして捉えるのではなく（中島，2014）、
保護者と保育⼠とが「⼦どもの最善の利益」
のために、共にその育ちを⽀える⼈として、
パートナーシップを結ぶことを⼤切にして
いることであった。むろん、⽇本の保育も連
携を重視してきているが、保育に保護者の
参画が位置付けられているとは⾔い難い。
⼦育てに携わる枠組みの中で、保育⼠、保健
師などと対等に、保護者もその⼀員として
⼦どもの育ちについての対話を重ねていく
という構造がもとめられる。 

 
 3）保育⼠のおこなう保護者⽀援の関係構
築プロセス（R3）  

保育⼠へのアンケート調査及びインタビ
ュー調査を通して、配慮の必要な保護者へ
の⽀援プロセスを可視化することで、⽀援
に必要な特徴を明確にした。その結果、保育
⼠の対応の課題、⻑期化にすること、消極的
な解決に繋がることが明らかになった。ま
た、そのプロセスをＴＥＭを⽤いて可視化
した。 

アンケート調査は、2022 年 2⽉〜2022 年
4⽉まで実施された。協⼒者は、206名であ
る。インタビュー調査は、2022 年 2 ⽉〜

2022 年 4⽉で実施され、協⼒者は 9名であ
る。 
アンケート調査の結果から、 
⑴保護者の養育態度に課題がある場合と、
保護者との何らかのやりとりの中で、保育
⼠の対応や伝え⽅に問題があること 
⑵それが原因となり、保護者とのこじれた
関係性が⻑期化し話し合い回数も増えるこ
と 
⑶関係性が解決にいたるには⻑期に渡るこ
と解決したと感じた場合でも時間の経過に
よる消極的な解決の場合が多く、解決に⾄
らないことも２割程度あること 
 という３点が明らかとなった。また、それ
らを踏まえたインタビュー調査からは、保
護者と保育⼠の齟齬が認識のずれを⽣み出
し、それが⻑期化するプロセスが明らかに
なった。 
 配慮や⽀援の必要な保護者への保護者⽀
援は、多くの保育⼠にとって⻑いキャリア
の中での数少ない事例である。しかしなが
ら、そのような場合で困難さを感じるよう
な状況となった場合、対応の⻑期化や保育
⼠への⾼いストレスが⾒込まれ、負担とな
る。このような⻑期化・⾼ストレス化させな
いためには、初期段階における丁寧な対応、
中期段階における組織的対応、後期段階に
おける外部連携対応といったものが必要と
なる。 

 
4）保護者が感じる保育⼠への相談（R3） 
保育所を利⽤する保護者が、保育⼠に対

して相談を⾏う際の満⾜度についてアンケ
ート調査を実施した。協⼒者は、117名であ
る。結果、保護者の保育⼠への相談について
は、おおむね保育所や保育⼠が適切に対応
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しており、80％以上が相談しやすく、その
問題が解決されている、と感じていること
が明らかになった。しかしながら、相談しに
くいと感じたり、相談した内容が解消され
ていないと感じている⼈が、1−2 割いた。 

 
5）配慮の必要な保護者への⼦育て⽀援―
⾃由記述の分析から（R4） 

保育⼠に対するアンケート調査のうち、
⾃由記述の部分から、具体的な事例と⽀援
の取り組み、課題について明らかにする。ア
ンケート調査は、A 県の保育⼠に対して実
施をし、209名から回答を得た。その結果、
困難さを感じた事例として、①⼦どもに由
来する困難感、②保護者に由来する困難感、
③保育⼠⾃⾝に由来する困難感、④⽂化や
組織に由来する困難感に分類された。 

保育⼠が保護者⽀援において感じる困難
感の背景は多様であり、単独での解決は難
しく組織的な対応が求められる。特に保護
者に由来する困難感については、⾏政等か
らの介⼊などの⽀援も必要であることが⽰
唆された。 

 
6）利⽤者⽀援専⾨員による⼦育て⽀援プ

ロセス（R4） 
困難感を抱える保育⼠に対して⽀援を⾏

う利⽤者⽀援専⾨員から、どのような⽀援
を⾏っているのか、またどのような視点で
有効性を感じているのか、その課題を明ら
かにした。その結果、⼤きくは相談期、対応
期、⽀援期という 3 つの期にわかれること
がしめされた。 

相談期においては、利⽤者⽀援を⾏う中
での中⼼業務が相談であること、またその
中で持ち込まれる相談は保育園とのずれが
⽣じていた状態から始まることが多かった。
そのため、2 期の対応期では、保護者と園の
ずれを読み取りながら、イメージを持つよ
うに関わったり、園との調整を⾏うことが
あるが⾏政的対応が中⼼となるため、課題

を感じている。最終的には、外部の連携機関
につないでいくことで地域による⽀援とな
るようにしていた。⼀⽅でそうならないケ
ースも多く、どう機関を超えて情報共有を
⾏うかが課題であった。 

 
7）保育相談⽀援員による⼦育て⽀援プロ

セス（R5） 
保育相談をしている⽅と関係発達論的観
点から巡回相談をしている筆者らとが語り
合った内容を検討することを通して、巡回
相談をする上で専⾨家間にどのような観点
があるのかを明らかにした。結果として、こ
どもに⽬を向けていく志向性及び課題の解
決に囚われすぎず、⼦どもが今の状況をど
のように理解して、その持てる⼒の中でど
のように動こうとしているのかを保育⼠や
保護者と共有していくことが、2 ⼈の語り
の共通項として浮かびあがった。 
 
 
⑵情報共有ツールの開発 

本研究では、以下の3つの成果が明らか
になった。 

 
1）F-SOAIP の保育記録への援⽤可能性（R3） 
本研究により、保育の記録に F-SOAIP を

援⽤する有⽤性として、①項⽬による書き
やすさ・教えやすさ，②実践の変化につなが
る「保育の循環的な過程」の意識化保育の循
環的な過程のやりやすさ，③意図や願いを
共有するという記録の意義の再認識の 3 点
が明らかになった。 
 

2）F-SOAIP を⽤いた情報共有ツールの
開発（パイロット版）（R3） 

本記録システムの開発を⾏うに際して、
①F-SOAIP の項⽬に基づき簡便に記録が⼊
⼒できること、②安全性が担保できている
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こと、③園ごとで活⽤ができること、④クラ
ス単位・個⼈単位での視認性を⾼くするこ
と、を前提として、システム開発を⾏った。 
 
 3）F-SOAIP を⽤いた情報共有ツールの
開発と周知（R5） 
これまでに作成した F-SOAIP 記録システ

ムについて、使⽤状況と改善点を、使⽤頻度
の⾼い園⻑からフィードバックを得るとと
もに、改善されたシステムについて、報告す
るものである。また、同時に、研究背景や⽬
的、使⽤の⽅法などについて、周知すること
を⽬的としたホームページ及びリーフレッ
トを作成した。 

 

 
⑶記録の蓄積と活⽤及び評価 
 本研究では、以下、2 つの成果が得られた。 
 
1）F-SOAIP を⽤いた記録システムの評価
について（R4） 

配慮や⽀援の必要な保護者の情報を共有
するツール（パイロット版）について実際に
使⽤した園⻑の聞き取り調査からその評価
とさらなる展開の可能性を明らかにした。
本システムのパイロット版を約６ヶ⽉使⽤
してもらい、フィードバックを得た。保育園
の園⻑には 2022 年 10⽉に、インタビュー
調査を⾏った。その結果、F-SOAIP に基づ
く記録の有効性として、プロセスの整理が
なされること、情報の共有が図られること
が明らかになった。また、さらに、本システ
ムを⽤いることで、F-SOAIP の F のみを抽
出し、⻑期的な記録とできること、また、外
部の関係者からコメントを得ることで、F-
SOAIP 記録を媒介とした簡易なカンファレ
ンスができる可能性が明らかになった。 
 
 2）F-SOAIP 記録による保育者の意識変

容（R5） 
 本研究では、項⽬形式の記録法の⼀つで

ある F-SOAIP を、保育所における保育記
録へ援⽤したことによる、保育者の意識の
変容を明らかにする。約 1 年間、F-SOAIP 
を⽤いて保育記録を書いてきた保育者 12 
名にインタビューを⾏い、インタビュー・デ
ータをうえの式質的分析法を⽤いて分析し
た。その結果、①保育者個⼈の記録の連続性
「流れ」への意識の変容、②保育者間の記録
の連続性「つながり」への意識の変容、③⼤
切なことの実感と再認識によるダブルルー
プ学習への変容、という保育者の意識の変
容が⾒出された。 

F-SOAIP を使って記録を継続する中で、
保育者は保育記録を書く際に、F-SOAIP の
項⽬を⽤いて⾃分なりの「流れ」を意識する
ようになっていた。例えば S（⼦どものこと
ば）→F（活動のテーマ・ねらい）→I（⽀援・
対応）→O（⼦どもの姿）→A（気づき・考
え）→P（計画）といった「流れ」を意識す
ることにより、保育者個⼈レベルでの循環
的な保育の過程を負担なく実⾏できるよう
になっていた。また、複数の保育者が保育記
録を共有する際に、F-SOAIP の項⽬を⽤い
て、保育の連続性を途切れさせないように
することを「つながり」として意識するよう
になっていた。そのことが、保育者の思いや
保育の意図をつないでいくためには記録を
共有することだけでなく、保育者同⼠の対
話が必要であるという再認識を導いていた。
さらに、記録を書いたり読んだりする際に、
個々の項⽬の内容に着⽬するようになって
いたことが明らかになった。 
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E.結論 
 以上のことから、F-SOAIP 記録システム
が、特別な配慮を必要とする保護者だけで
はなく、それらの幼児の記録に対しても有
効に機能していることが⽰された。 
 また、それら項⽬別に⼊⼒するシステム
の有効性と展開の可能性が⽰された。本知
⾒を活⽤していくことで、F-SOAIP に基づ
く記録記⼊法が広がり、情報共有の敷居を
下げることが期待される。 
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